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	1. 件名
	2. 目的
	3. 業務委託期間
	4. 受託者が行う業務
	(1) 業務内容

	• 60歳以上の高齢者を対象としたセミナーを、地方新聞社と連携し開催する。
	• 地方新聞社２社とタイアップし、各1回ずつ合計2回行うこと。
	• 高齢者の参加意欲を高める構成や演出に関して、創意工夫ある提案をすること。
	• 日本財団会長等が来場し、主催者挨拶を行う想定のセミナー構成とすること。
	• 2024年度のセミナーは主に下記の構成で実施されたが、異なる提案を妨げない。なお、３）の個別相談会は実施すること。
	• ブース配置や動線、来場者の誘導、相談のプライバシー確保等については、提案者の現場経験を踏まえた設計とすること。
	• 集客については、主催新聞社と連携しつつ、以下（２）に示すKPIを達成するよう、新聞紙面広告に限定されない広報展開を検討すること。
	• 特に、系列のテレビ・ラジオ・ウェブ等の媒体も積極的に活用し、確実かつ効果的に目標人数の集客を実現できるような提案を期待する。
	• 日本財団会長等の取材記事を主催メディアに掲載することも可とする。
	• 類型②と同日（日中、夕方以降で分ける等）または前後の日付での開催とし、出張回数をおさえること。
	• 日本財団会長等の取材記事およびその紙面掲載を含むタイアップとすること。
	• タイアップをする地方新聞社の選定の参考資料として都道府県別の日本財団遺贈寄付サポートセンターへの過去の問合せ者数を添付する。（添付資料１_都道府県別問合せ者数）
	• 国内に広く周知啓発をすることを目的としているため、過去にセミナー等を実施した以下の１２都道府県の地方新聞社は対象から除外すること。
	• 遺言書作成や遺贈寄付の相談を受ける士業や終活団体を対象として、遺贈寄付先としての日本財団の活動、事業を周知すること。
	• 開催地域の金融機関及び士業団体のネットワーキング機会も兼ねたセミナーとする。
	• 地方新聞社２社とタイアップし、各1回ずつ合計2回行うこと。
	• 対象者の属性や関心に配慮のうえ、内容構成や進行形式については、提案者の裁量による最適化を歓迎する。
	• セミナー後に懇親会を行うことも考えられるが、当該懇親会に係る費用（飲食を含む会合費）については、日本財団及び参加者が別途負担・精算するものとし、本業務委託には含めないこと。ただし、当該懇親会運営に係る調整・連絡・設営支援等については、提案により含めることを妨げない。
	• 主に主催メディアによる広報活動を想定しているが、受託者からの補完的アイディアや支援体制も歓迎する。
	• 類型①と同日（日中、夕方以降で分ける等）または前後の日付での開催とし、出張回数をおさえること。
	• ラジオ番組とタイアップし、60歳以上の高齢者を対象としたセミナーを開催する。
	• 可能であれば個別相談ブースを設置すること。
	• 1回の実施を想定
	• セミナーの告知並びに遺贈寄付や日本財団について説明するための機会として、タイアップする番組に出演する機会を1回以上設定すること。ただし、出演は電話出演を可とする。
	• ラジオ媒体の特性を踏まえた情報発信力の活用並びに来場者が相談・行動につながるような動線設計・演出構成について、実効性ある企画を行うことが望ましい。
	• セミナー終了後、参加者が日本財団遺贈寄付サポートセンター等専門機関への具体的な相談につながるよう、セミナーの構成や演出に関して、創意工夫を歓迎する。
	• 高齢者層への訴求力を高めるために、遺贈寄付や終活に関連する合同イベント、高齢者向けの既存興行・集会・イベント等へのスポンサーシップ・出展等、新たな接点の創出につながる追加提案も可能とする。
	• なお、過年度においてはABCラジオ「朝も早よから芦沢誠です。」等とのタイアップ実績があり、一定の成果を挙げているため、同番組に関連した提案を妨げない。地域特性や番組内容を踏まえた創意工夫ある提案を歓迎する。
	• 主催メディアと連携しつつ、以下（２）に示すKPIを達成するよう多様な広報展開を検討すること。
	• 特に、系列のテレビ・ラジオ・ウェブ等の媒体も積極的に活用し、確実かつ効果的に目標人数の集客が実現できるような提案を期待する。
	• セミナー会場の外スペースを活用し、以下のような体験型・相談型ブースの展開の検討も可。ただし、これを必須とはせず、会場や企画内容に応じた柔軟な判断を認めるものとする。
	 金融機関による個別相談
	 士業団体による相続・終活関連の情報提供（死後事務や生前契約を含む）
	 その他高齢者に訴求のある展示・体験ブース
	• 全国紙主催または共催の高齢者向けイベントに遺贈寄付サポートセンターのスタッフが登壇し遺贈寄付および日本財団について周知する。
	• 可能であれば個別相談ブースを設置すること。
	• 1回の実施を想定
	• 来場者が興味、関心をひくような企画、登壇内容を提案すること。
	• 職員の登壇前後、イベント参加者が日本財団遺贈寄付サポートセンター等専門機関への具体的な相談につながるよう、登壇内容やブースの設置について検討すること。
	• 過年度においては読売新聞「よみうりAGELESS DAY 2024」への登壇、およびブース設置実績があり、一定の成果を挙げているため、同イベントに関連した提案を妨げない。
	• 主に主催メディアによる広報活動を想定しているが、受託者からの補完的アイディアや支援体制も歓迎する。
	5. 提案内容
	 当該法令に関する研修実施の有無・頻度
	 マニュアル・方針・規程等の存否


